
第３次留萌市食育推進計画（素案） 

 - 13 - 

 

 

１）乳・幼児期（0歳～6歳）                         

 この時期は、心身の健全な成長・発達が重要で、将来の基礎を培う時期でもあり、食習慣にも大

きな影響を与えます。適切な食事の取り方や、望ましい食習慣の定着など、豊かな人間性の育成に

向けて、特に意識的に家庭や関係機関、行政が連携しながら取り組みを進めていく必要があります。  

また、生活形態の多様化や核家族化、情報の氾濫などから、育児に疑問・不安を抱える母親も増

加していることから、乳・幼児の健全な育成のために、正しい情報の提供や個々に応じた対応が必

要です。 
 

１．現状と課題 

● 乳児期における果汁摂取量は減少傾向ですが、幼児期にかけて甘味飲料の摂取量が増加し、習
慣化する傾向が見受けられます。 

● 幼児期における野菜の摂取（特に朝食）について、少ない傾向が見受けられます。欠食ではあ
りませんが、内容が適切でないことが多く、子どもの好き嫌いや偏食、生活習慣などに向き合
う親の困難さが見受けられます。 

● 3歳児の虫歯罹患率は減少傾向にありますが、全国・全道に比べ高い状況が続いています。 
● 夕食時間帯の遅れが就寝時間の遅れにつながり、睡眠不足、さらには朝食の欠食といった悪 

循環を引き起こし、集団生活の乱れや体調不良につながっています。 
● 飽食の時代を背景に、何でも食べ物が手に入ることから、食事の支度に時間をかけない、「旬」 

のものを心待ちにする気持ちが薄れるなど、栄養素なども含めて食と健康の問題に無関心な層
が拡大しています。 

● 親の欠食の影響などにより、子どもだけで朝食を食べる世帯が増加傾向にあります。 

２．推進目標 

◇ 哺乳、離乳、幼児食を正しく伝える（推進目標1） 
・ 哺乳、離乳食、幼児食等について情報を正しく伝え、家庭での実践を目指します。 

◇ 食べることへの興味、楽しさの経験（推進目標2） 
・ 離乳食や幼児食を通して、食機能や口腔機能を育て、食べることの楽しさを経験します。 
・ お腹のすくリズムや食べたいもの、好きなものを増やし、食べ物に興味を持たせる環境づ
くりに努めます。 

◇ 自然から食べる喜びを感じる（推進目標3） 
・ 自然を通じて、食の大切さ、生命の大切さを学び、収穫や食べる喜びを感じさせる機会づ
くりに取り組みます。 

◇ 食べることから生活習慣を学ぶ（推進目標4） 
・ 食べることを通して、生活習慣を学び、家族全体の生活の見直しにつなげます。 

３．具体的な推進方策と役割 家庭 
幼稚園 
保育園 

地域 行政 

離乳食や育児に関する知識を伝えます ●   ● 

間食や育児に関する知識を伝えます ●   ● 

家庭での食管理、育児における不安軽減につなげます  ●  ● 

実際に料理に携わることで、食への関心と食べ物を作る工

程を学びます 
 ●   

４．ライフステージに応じた食育推進施策 

留萌市の目指す姿と本計画の基本方針 
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作物の栽培等を通じて、身体の五感で感じ、心に伝えるこ

とが実感できる機会の充実を図ります 
● ● ● ● 

家庭内での適切な食事や生活リズムを身につけ、食事を楽

しむ習慣づくりを目指します 
●    

４．目標設定 
現状値 
（年度） 

目 標 
（2022） 

幼児期において甘味飲料を飲まない児の割合 

1.6歳児：31.1％ 

 3歳児：10.9％ 

2016（H28) 

増加 

幼児期における朝食での野菜摂取率 

1.6歳児：44.6％ 

 3歳児：27.7％ 

2016（H28) 
増加 

3歳児健診時の虫歯罹患率 
27.2％ 

2016（H28) 
減少 

家庭において子どもが「ひとり」で朝食を食べる割合 
13.0％ 

2017（H29) 
減少 

離乳食教室、幼児期を対象としたおやつ教室の開催数 
年4回 

2017（H29) 
現状維持 

 

 

 

 

6月給食献立表（保育園） 

【食育の取り組み例】 
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２）学齢期（7歳～18歳）                          

この時期は、体力・運動能力などの成長期であり行動範囲も広がります。身体の成長に心の成長

が追いつかず、不安定になりやすい時期ですが、かなり個人差があり標準値にとらわれることなく

成長過程を見守ることが大切です。 

学校、家庭、地域等が連携し、食生活の大切さを学び、望ましい食習慣を身に付けさせることが

必要です。 
 

１．現状と課題 

● 栄養教諭による食の指導については、時間数は確保しているが、指導内容に学校給食が対応し
きれていない現状があります。 

● 学校給食センターからは、学校、教育委員会と連携し、「早寝、早起き、朝ごはん運動」や「留
萌市食育10か条（留萌楽しい食育）」の周知の取り組みを行っていますが、機会が少ない状況
です。 

● 地場産物の活用について努力していますが、流通環境が整備されておらず、必要数の確保が難
しいうえ、価格においても単価が高く給食費を超過してしまいます。 

● 親の欠食の影響などにより、子どもだけで朝食を食べる世帯が増加傾向にあります。 

２．推進目標 

◇ 食に関する指導、啓発の充実（推進目標5） 
・ 各教科、特別活動、総合的な学習の時間等の学校教育活動全体を通じて、食に関する指導
の充実を図っていきます。 

・ 行政、学校、家庭、地域が連携を深め、「早寝、早起き、朝ごはん」運動の啓発や「留萌市
食育10か条（留萌楽しい食育）」を推進し、留萌ならではの食育活動に取り組みます。 

◇ 「給食」の教育的機能重視による充実（推進目標6） 
・ 健全な発育、健康維持、情緒面や食事の大切さなど、「給食」の教育的機能を重視しながら、
一層の充実を図ります。 

・ 学校給食時の配膳やマナーの習得により、社会性、協調性を育みます。 
◇ 体験からの生産、流通過程知識の習得（推進目標7） 

・ 体験を通した地域の産業や生産、加工、流通の仕組み、自然や地域社会と食べ物のかかわ
りなどの知識を身に付けさせます。 

３．具体的な推進方策と役割 家庭 学校 地域 行政 

体験学習を通じて、「食」の大切さを学びます  ● ● ● 

学校教育活動の中で、各教科、特別活動、総合的な学習の
時間等を通じ、食に関する指導の充実を図ります  ●   

学校給食での地場産品の活用を推進します  ●  ● 

家庭向けに地産地消や食育の意義について啓発します  ●   ● 

農業・漁業体験機会の充実を図ります  ●  ● ● 

料理を作る体験機会の充実を図ります  ●  ● ● 

地域の「食」についての情報発信や伝統的な「食」文化を
学び、体験する機会の充実を図ります ●  ●  
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家庭内での食事のマナーの指導や生活習慣の確立、子ども

との食事づくりなどを実践します 
●    

４．目標設定 
現状値 
（年度） 

目 標 
（2022） 

学校での食に関する指導時間（栄養教諭、栄養士含む） 
38時間 

2017（H29) 
増加 

学校給食における地元産品を使用する割合（献立頻度日数） 
40.9％ 

2017（H29) 
増加 

栄養バランスを視点とした学校給食メニューに対する満足度 
79.8％ 

2017（H29) 
増加 

学校給食に地元産食材を使用することに対する関心度（小･中学生

世帯） 

75.0％ 

2017（H29) 
増加 

小学生を対象とした地場産品を使用した農水産物の加工体験、

農・漁業体験事業数 

年11回 

2017（H29) 
増加 

朝食を毎日食べる児童･生徒の割合 

小6：90.9％ 

中3：90.5％ 

2017（H29) 

増加 

家庭において子どもが「ひとり」で朝食を食べる割合 （再掲） 
13.0％ 

2017（H29) 
減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生の農業体験（食農教育推進協議会事業） 

2017（H29）.10.20 地元食材100％給食事業（まるごと留萌給食） 

【食育の取り組み例】 

かずの子を活用した授業 
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 10月給食献立表（学校給食） 

留萌市食育10か条 

（留萌市教育委員会作成） 

地元食材100％給食事業 

（まるごと留萌給食） 
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３）青・壮年期（19歳～64歳）                       

この時期は、自分で考え選択した食生活を送ることのできる時期ですが、情報が氾濫しているた

め、正しい情報を見極め、自分に合った対応を選択することが難しくなっています。食生活に問題

があるとの気付きはありますが、仕事や子育てに忙しい年代であることから、取り組みにつながり

にくいのが課題です。高齢期の健康維持につながるため、積極的に健診等を受診するなど、この時

期から自らの健康状態を知り、その結果を活用して生活習慣や食習慣の改善を図るなどの取り組み

が必要です。 
 

１．現状と課題 

● 健康づくりアンケートの結果から、20代は男女共に約半数に欠食が見られており、欠食がある
人はどの年代でも朝食の欠食割合が高いというのが課題となっています。 

● 野菜の適正量を摂取している人は1割以下となっています。毎日摂取しているが適正量に達し
ていない人、毎日摂取しておらず、適正量にも達していない人が多く見られ、野菜の摂取量の
低下が課題となっています。 

● 口の健診については、定期的に受けていない人が半数以上おり、また、1 日 1 回も歯を磨かな
い人も少数ながらも存在するなど、口腔に関して関心の低さが伺えます。 

２．推進目標 

◇ 食に関する指導、啓発の充実（推進目標5） 
・ 栄養バランスや食品衛生、食品表示等、食の安全についての知識の普及を進めます。 

◇ 正しい食習慣による健康管理の推進（推進目標8） 
 ・ 自分や家族のために、正しい食習慣を身につける機会を提供し、健康的な生活の実践へと

つなげます。 
・ 自分の健康状態を知り、自らから健康管理に努めるよう、健診受診の勧奨や健康について
の正しい知識の普及啓発に努めます。 

◇ 次世代への伝達と家族や地域での共食の推進（推進目標9） 
・ 次世代の人々に対して見本となる食生活を進め、家族や地域など周りの人とコミュニケー
ションをとりながら食べる大切さを伝えていきます。 

◇ 地産地消による食への愛着心の醸成（推進目標10） 
・ 地産地消、地産地食を進めながら、地域の生産現場や地域食材に対する愛着と地域の産業
を守る意識を醸成します。 

３．具体的な推進方策と役割 家庭 
地域 

（事業者、ＮＰＯ、団体等） 
行政 

バランスのよいメニューや調理法等を伝え、家庭での実

践につなげます  
 ● ● 

健診活動の推進や、保健指導で食や健康管理について正

しい情報を伝え、改善につなげます 
  ● 

疾病予防の視点から「食と健康」の重要性を説き、健康

意識の向上に努めます  
 ● ● 

地域の旬の食素材の紹介や、販売機会の充実、料理の提

供などにより、地産地消を推進します 
● ● ● 

食の安全や栄養成分表示についての普及、理解を進め、

栄養面からの健康管理を支援します 
 ● ● 

家族や地域などでコミュニケーションを取りながら食

事する機会を意識的に実践します 
● ●  
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４．目標設定 
現状値 
（年度） 

目 標 
（2022） 

日頃健康管理に気をつけている人の割合 
60.7％ 

2016（H28) 
増加 

1日3回食べている人の割合 
72.9％ 

2016（H28) 
増加 

野菜を毎日350ｇ以上食べている人の割合 
3.8％ 

2016（H28) 
増加 

毎食後歯を磨く人の割合 
45.1％ 

2016（H28) 
増加 

地元産品であることを意識して商品を選択する市民の割合 
57.5％ 

2017（H29) 
増加 

地産地消が推進されていることに対する満足度 
30.2％ 

2017（H29) 
増加 

食育についての関心度（子育て世帯） 
79.0％ 

2017（H29) 
増加 

食品表示を参考にしている人の割合（子育て世帯） 
73.0％ 

2017（H29) 
増加 

食事バランスガイドを参考に食生活を送っている人の割合 

（子育て世帯） 

25.0％ 

2017（H29) 
増加 

家庭において子どもが「ひとり」で朝食を食べる割合 （再掲） 
13.0％ 

2017（H29) 
減少 

特定健診受診者（国民健康保険加入者）に対する要保健指導対象

者の割合 

11.6％ 

2016（H28) 
減少 

 

 

 

  

 ○留萌市食生活改善推進員協議会 

 

留萌市食生活改善推進員協議会は、「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、小学生 

親子や男性向け、20歳以上の市民を対象とした料理教室などを中心とした食を通した健康 

づくり啓発活動をしています。 

   

 

 
 

 

 

   

 

 

【食育の取り組み例】 
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４）高齢期（65歳～）                            

この時期は、乳・幼児期から青・壮年期までに身についた生活習慣や食習慣が現在の健康状態に

つながっており、また、退職や子どもの自立などの人生の節目を迎え、社会的また心身にも大きな

変化が生じます。加齢による身体機能の低下や食欲の減退などにより、さまざまな健康問題が生じ

る恐れがあります。このため、自分に合った健全な生活習慣や食習慣にさらに磨きをかけ、維持す

ることが必要です。地域の食文化の価値や楽しみを次世代へ継承していくことができる大切な時期

です。 
 

１．現状と課題 

● 加齢に伴い、食欲の減退や食事の偏りなどにより、元気に過ごすために必要な栄養が足りない
「低栄養」状態になりがちです。 

● ひとり暮らし高齢者等の増加に伴い、食事の支援を必要とする高齢者が増えることが見込まれ
ています。 

２．推進目標 

◇ 正しい食習慣による健康管理の推進（推進目標8） 
・ 低栄養リスクの高いひとり暮らし高齢者を早期に発見し、必要なサービス等につなげます。 
・ 食事調理が困難な高齢者に対し、栄養バランスのとれた食事を提供することで健康の保持を
増進します。 

◇ 食への関心付けと介護予防の推進（推進目標11） 
・ 高齢者が食を通じて生涯にわたり健康で充実した生活を送れるよう、いきがいづくりと社会
参加を推進します。 

３．具体的な推進方策と役割 家庭 
地域 

（事業者、ＮＰＯ、団体等） 
行政 

高齢者が自ら介護予防を行える場を提供します   ● 

低栄養リスクのあるひとり暮らし高齢者を早期発見す

るための独自健診を行います 
  ● 

食事調理が困難な高齢者に栄養バランスのとれた食事

を提供します 
 ● ● 

家庭において食事を楽しむ習慣づくりを目指します ●   

４．目標設定 
現状値 
（年度） 

目 標 
（2022） 

介護予防教室参加延べ率 
38.0％ 

2016（H28) 
増加 

独居高齢者栄養実態調査における健診受診率 
100.0％ 

2016（H28) 
現状維持 

 

 


